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石川県白山市における「選挙に関する意識調査」報告書

石川県白山市における
｢選挙に関する意識調査」報告書

足立研幾岡田浩

はじめに

本稿は、「大学コンソーシアム石川」の平成18年度地域課題研究ゼミナール

「選挙における若年層の投票率向上に関する調査研究」の一環として'、白山

市選挙管理委員会の協力を得て行われた「選挙に関する意識調査」の結果の概

要を示し、それに若干の考察を加えたものである。

１．調査の概要

白山市の選挙人名簿から無作為で抽出された1500人の方を対象に、平成18年

９月19日に､質問用紙と回答用マークシートと返送用封筒を郵送したb発送後、

約２週間の問に594人の方から回答を頂いた。郵送した数に対する回収率は

39.6％である。

回答者の年齢構成を、平成17年12月現在の住民基本台帳人口と比較すると

（[表１])、４０代までは実際の年齢構成よりも少なく、それ以上の年齢層では

多めになっており、回答者の年齢構成が、全体的に実際より高めになっている

ことがわかる。このことからも、白山市の有権者全体と今回の調査の回答者の

間には､その`性質において､ある程度のずれが存在している可能性も考えられる。

本稿では以上の点に留意しつつ、２０代、３０代を「若年層」と定義し、なぜ若

年層の投票率は低下しているのかについて、調査結果の分析をすすめていきた

い。

１メンバーは、金沢大学法学部「政策過程論演習」担当教員足立研幾、「投票行動論演

習｣担当教員岡田浩､政策過程論演習ゼミ生３年生12名、４年生12名の合計26名である。
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[表１］白山市の住民基本台帳人口と本調査の回答者の年齢構成

２．若年層の投票参加の現状

[表２］石川県知事選挙での投票
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まず、若年層の投票参加の現状について検討してみよう。本調査の直近の選

挙である平成18年３月の石川県知事選挙に投票したかどうかについては、回答

者全体では74.1％が「投票した」と回答し、２５．９％が「投票しなかった」と回

答しているのに対して、２０代、３０代は「投票しなかった」という回答が３割を

超えており、やはり若年層は棄権する割合が高いことがわかる。

４０代、５０代、６０代、７０代と｢投票した｣という回答は徐々に上昇していくが、

80歳以上になると、体力的な問題や社会的な活動からの引退によるものであろ

うか、「投票した」という回答は72.0％に低下している。
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住民基本台帳人口 本調査回答者

20-24 7.6％ 2.9％

25-29 8.1％ 5.1％

30-34 9.8％ 7.2％

35-39 8.2％ 5.4％

40-49 15.5％ 15.3％

50-59 20.5％ 22.7％

60-69 14.0％ 19.0％

70-79 １０．２％ 14.8％

80歳以上 6.2％ 4.2％

無回答 3.4％
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[表３］ふだん投票に行っているか（国の選挙） 箭丁一淵｜瀕一錫一鮒。

[表４］ふだん投票に行っているか（地方の選挙）
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本調査では、国と地方（県・市）の選挙のそれぞれについて「ふだん選挙の

時に投票に行っていますか」という質問も設けられていたが、その回答を見て

も、２０代、３０代で「いつも投票している」という回答が顕著に低く、４０代から

60代くらいまでは「いつも投票している」という回答が徐々に上昇し、７０代や

80歳以上になると若干低下するという傾向が見られる。

３．若年層の投票率はなぜ低いのか

３－１．棄権理由

国の選挙について｢過去に投票しなかったのは、なぜですか」（複数回答可）

という質問への回答を見ると（[表５])、４０代から60代にかけては、「選挙結果

が予想できるような無風選挙だったから」や「どの候補者・政党にも期待でき

ないから」といった、選挙競争のあり方や候補者・政党についての不満など、

選挙の内容を棄権理由に挙げる答えが多いのに対して、２０代、３０代は、「やむ
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を得ない用事があったから」という理由以外に、「選挙にあまり関心がなかっ

たから」「私一人が投票してもしなくても結果は変わらず、同じだから」「どの

候補・政党が当選しても同じで、たいして変わらないから」など、選挙という

民主主義の制度そのものへの疑問を挙げた回答者が多かった。地方の選挙の棄

権理由についても同様である（[表６])。

[表５］棄権理由（国の選挙）

パーセンテージと合計は応答者曲こ基いて計算した。

[表６］棄権理由（地方の選挙）
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３－２．投票理由

こんどは逆に、「過去に投票に行かれたのは、どういうお気持ちからですか」

（複数回答可）と、投票理由を聞いた質問への回答を見てみよう（[表７])。

２０代、３０代と、４０歳以上の年齢層を比べてみると、４０歳以上では、「当選さ

せたい候補者がいたから」「もりたてたい政党があったから」「その選挙に関心

があったから」など、選挙の内容について触れている回答や、「政治をよくす

るためには、ともかく投票することが大事だから」などの回答が多いのに対し

て、２０代、３０代は、その他の年齢層と比べて、「家族にいわれて」や「入って

いる団体や組織や知り合いにたのまれて」など、他からの働きかけを理由とし

て挙げる人が多い｡特に地方の選挙において､そのような傾向が強い([表８])。

[表７］投票理由（国の選挙）

西■回一口＝西一面ロロコ西河■■万五

壜藝臺
－－－－－－－１■■■■￣

パーセンテージと合計は応答者数に基づいてHf算した。

6７

年ｆ

ｍ代 30代 40代 50代

芒Rll

60代 70代 80注pl-上 曇同霊 合計

投泉いままで一度ﾓ創笈泉度数

理由したことがない ％

(国の
選挙）

当翻させたい候補者度政

がいた％

－毛可更ﾓｦﾆ『て厨寛示一面爾一
あった％

その選挙に関心があ度数
つた％

とt"b､<役粟すること度数

が大事％

投厩するのは義務度数

％

家族にいわれて度数
秘

入っている団体や知度数

り合いにたのまれて％

その他度数

％

５

10.脇

８

170％

７

14.邪

1１

234％

1５

31.9％

2４

51.1％

1０

213％

５

1ｑ6％

２１％

５

6.7粘

1４

18.7％

1１

14.7％

1６

21.3％

2５

33.3％

4３

5703％

1０

13.3■

1１

14.7％

４

5.3％

０

DＢ

2９

31.996

2６

28.6％

2５

27.5％

４９

53β％

４７

51.6％

５

5.516

1７

18.7％

２

２２％

１

､7％

5Ｂ

43316

3７

27.6％

3９

29.1％

7３

54.596

8１

604％

３

22％

1５

11.2％

２

105％

０

､0冊

４２

37.2％

4０

35.4％

2８

24.8％

7３

“､6％

5７

504％

２

1.8％

1１

9.7％

３

2.7％

２

２４％

4０

48216

2１

z5-3z

2０

24.1％

5２

627冊

5０

602品

２

2.4％

４

4.8％

１

1.2％

０

､０％

1０

45.5％

７

31.8％

３

13.6％

１１

50pH

1０

45.5％

4.5％

１

4.5％

0

ｐ％

０

pH

７

36.8％

２

105％

６

31.6％

1０

52.6％

８

421％

４

21.1％

４

21.1■

5.3％

１３

208

1５１

148

308

320

３７

６８

1４

合計度散 4７ 7５ 9１ 134 113 8３ 2２ 1９ 584



[表８］投票理由（地方の選挙）

￣■ロー口四面画面一ロ■面函■赤■

麗薑曇
一一一一一一一一一I■■■■
パーセンテージと合計は応答者数に基づいて計算した。

３－３．若年層の棄権理由

本調査では、「最近、若い有権者が、あまり投票に行かなくなってきている

ことが問題になっていますが、その理由は何だと思いますか」（複数回答可）

という質問も設けられていた（[表９])。寄せられた回答を見てみると、「若い

有権者は、政治に関心がなく、娯楽などを優先させているから」という回答が

全体的には多いが、２０代、３０代の人自身が考えている若年層の投票率低下理由

と、４０歳以上の人が考えている理由の違いに焦点を当ててみてみると、４０歳以

上では、「若い有権者は、政党や政治家に不信感を持っているから」や「若い

有権者は、基本的に今の生活に満足しているから」など、若年層の意識を問題

としているのに対して、２０代、３０代の人自身は、「若い有権者は、選挙の争点

や候補者・政党についての情報が少なく、よくわかってないから」や「若い有

権者は、選挙の意味やしくみがよくわかってないから」など、意識よりも情報

不足などを原因として指摘する回答が多かった。

6８

年イ

20代 30代 40代 50代

BRlI

60代 70代 80海以卜 無回答 舎叶

刃Ｅ力＆

理由
(地方
の選
挙）

u、。‐季巴四屯

たことがない
zJp足弐とＬＰ 唖上再五

％

雷電舌石宜了屡…￣
いた％

-毛リラＥモヲE[て蔵寛示:5￣E露｢￣￣
つた％

その
た

選挙に関心があっ 度数

％

秀漫蕊干葛EZ寂一面癩￣
大事％

…ま霞慰戸蕊一
％

~蒙爾三[可ﾗ充て￣回顧-

-ﾌ〔弓売示諭扉蘭示;爾一
合いにたのまれて

その他

％

度数

％

３

6.4％

1２

25.5％

３

6.4％

９

19.1％

1３

27.7％

2２

46.8％

1３

27.7％，

７

14.9％

２

4.3％

５

6.8％

1３

17.8％

２

2.7％

1１

15」鷺

2２

30.1％

4３

58.9％

1２

16.4％

2２

30.1％

４

5.5％

１

1.1％

4７

53.4％

1５

17.0％

2１

23.9％

4０

45.5％

５
％
３
８、
９

３

８

9.1％

2６

29.5％

１

1.1％

､8％

7２

55.0％

1５

11.5％

3２

24.4％

6０

45.896

8１

61.8％

４

3.1％

2７

20.6％

０

ｐ％

0

､096

6２

60.2％

1５

14.6％

3１

30.1％

5１

４９０５％

5１

49.5％

２

1.9％

1６

15.5％

３

2996

３

3.6％

5７

67.9％

1１

13.1％

３０

35.7％

４１

48.8％

４５

53.6％

２

2.4％

６

7.1％

１

1.2％

０

､0％

1２

60.0％

４

20.0％

5.0％

９

45.0％

９

45.0％

２

10,％

１

5.0％

０

､0％

0

.0％

1０

526％

２

10.5％

５

26.39ｂ

９

47.4％

７

36.8％

５

26.3％

４

21.1％

２

105％

１３

285

6７

ＭＯ

245

293

4８

1０９

1３

合計度数 4７ 7３ 8８ 1３１ 103 8４ 2０ 1９ 565
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[表９］若年層の棄権理由

■画…■…■西■…＝口■西ＴＦヨ丘云河

鬮Ⅱ璽曇
一ﾛ■■■■￣

パーセンテージと合計は応答者pM=基づいて計算した．

３－４．投票決定に利用している,情報

若年層自身は、情報不足を若年層の投票率が低い理由として挙げているが、

投票を決定する際に利用している情報は年齢層によってどのように異なってい

るのであろうか。「あなたが、どの候補者や政党に投票するかを決める際に、

役立っていると思うものは何ですか」（複数回答可）という質問への回答を見

てみよう（[表10］［表11])。

まず｢選挙公報｣については、国の選挙の際に、２０代で17.4％、３０代で14.7％

が役に立っていると答えているが、７０代や80歳以上では４割程度が役に立った

と答えていることに比べると、それほど高い割合ではない。

２０代、３０代と、４０歳以上で比較するならば、４０歳以上で高い割合になってい

る情報源は、「候補者や政党の演説会や街頭演説」「候補者や政党のビラ・ポス

ター・ハガキ」「新聞の情報」などである。２０代、３０代で高いのは、「テレビの

情報」「週刊誌・雑誌の情報」「インターネットの情報」「周りの人のすすめ」

などである。同じマスメディア（マスコミ）でも、新聞は40歳以上の年齢層で

よく利用され、テレビや雑誌は若年層で利用されているという違いがある。イ

ンターネットが若い年齢層で利用が比較的多いのは予想どおりだが、それほど

高い割合ではない。「周りの人のすすめ」が、若年層で高い割合を占めている

のは、先の［表７］［表８］の結果と一致している。

6９

年ｆ

20fｔ 30代 40代 50代

E兜Ｉ

60代 70代 80錘ｕ－ｆ 猿回答 合計

若年

図の
棄楢
理由

アピール不足度数

％

藷恵一『厨－
－蔦薗万一蘆圃一

％

今の生活に満足度数

％

伯報不足度敏

％

選挙の冠味やしくみがよ度数
<わかっていない ％

廻挙や政治との結
をそれほど感じてＬ

びつき度数

､ない％

８

17.0％

1７

36.2％

3２

681％

３

6.4％

2０

426缶

1９

40J０％

2４

51.1％

1６

21.3冊

1６

21.3％

5７

76.0％

６

8.0％

1６

21.3％

２０

26.（

４６

61.3％

1８

19.8％

2９

31.9％

7６

83.5％

1７

08.7％

2５

27.5％

2９

31.9％

5４

59.3％

2８

20.7％

4８

35.6％

110

81.5％

1５

IM96

2３

1７．０１６

2５

18.錦

9４

69.6％

1６

14.5Ｍ

４７

42.7％

7８

70.9％

９

8.2％

2３

20.9％

1５

03.6％

６７

60.9％

1７

2Ｕ0%

3４

40.0％

5７

67」１６

1６

Iａ8％

1６

18.8％

1１

129Ｚ

3８

44.7％

７

333％

５

23.8％

1５

71.4％

３

14.3％

２

9.5鞘

２

9.5％

1０

47.6％

２

10.5％

1０

52.6％

1２

632%

５

26.3％

４

21.1％

５

26.3％

９

47.4％

１１２

206

437

7４

1２９

1２６

342

合計度数 4７ 7５ 9１ 1３５ 110 8５ ２１ 19 583



国と地方の選挙の情報源の違いに注目すると、国の選挙でよく利用されてい

るのは「テレビ」「ラジオ」「新聞」「雑誌」「インターネット」であり、地方の

選挙でよく利用されているのは「選挙公報」「演説会や街頭演説」「ビラ・ポス

ター・ハガキ」「入っている団体のすいせん」「周りの人のすすめ」である。最

近、特に地方の選挙で若年層の投票率低下が顕著であると言われるが、２０代、

30代で利用率が高い、テレビや雑誌などのマスメディアや、インターネットで

は、地方の選挙の情報があまり流れないというところにも、地方選挙における

若年層の投票率低下の原因があるように思われる。

[表10］投票に役立っている'情報（国の選挙）

■■■■■■■■■■■四口■－－ｍ■面百百T四四T■

團ｉｉ霊ｉ
￣￣－－－－－１■■■■￣

パーセンテージと合計は応答者数に基づいて計算した。

、

年イ

20代 30代 40代 50代

ERll

60代 7,代 皿窪皿卜 無回答 合計

投票に役立いままで一度も投鍵し度蚊
っているもたことがない ％

の(国の遇
季）

選挙公報度数
％

壷型会や街頭演説度数

％

ビラ･ポスター･ハガキ度数
％

テレビの情報度数
％

ラジオの情報度数

％

新聞の怖報度数

％

雑麓の情報度数
9６

インターネットの情報度数
％

入っている団体の椎iEI度数

％

周りの人のすすめ度数

％

３

6.雛

８

17J1％

５

10.鑑

７

152％

2１

45.漉

２２％

1６

釧.醜

６

１３.酷

３

6.鴎

７

15.醸

1１

麹.9％

４

5.316

1１

14.716

11

14.796

1１

14.7％

4７

627％

７

9.3％

3９

520鷲

1０

13.3％

９

12096

８

10.浦

1３

17.3％

０

蝿

2１

23.3％

2２

24.4％

1２

13.3％

6２

“･部

２

Ｚ鰯

4６

51.1％

1０

11.1％

５

5.6％

2０

翅L296

1６

17.8％

､BＸ

3３

25.0％

4１

31.1％

2９

2２，６

7９

598％

７

5.3％

7２

54.5％

1１

8.3％

６

4.錦

２１

15.醜

1０

Z6I6

０

､0％

3０

26.896

3６

321％

2９

25.9％

８１

723■

1５

13.4％

5９

527蘭

５

4.596

２

1．，６

1６

14.3％

７

6.3％

２

２４％

3４

40.0帖

3４

40.0冊

1５

17.6％

4３

50.砿

３

3.部

４７

５５３％

1.296

1.醸

９

10.6％

５

5.酷

0

､0％

９

40.部

３

13.6％

５

22796

1３

59.1％

３

13.磯

1２

54.5％

０

.O仏

0

､0％

３

13.脇

３

13.部

0

､0％

６

31.“

５

263％

３

15.8％

1４

73.796

４

21.1％

１０

526％

２

Ｉｑ筋

,５３１６

６

３１.脇

６

３１.㈱

1０

152

1５７

1１１

３６０

４２

３０１

4５

2７

9０

7１

合計度数 4６ 7５ 9０ 132 112 8５ 型 1９ 581
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[表11］投票に役立っている情報（地方の選挙）

■■■■■■■■■■■■回＝■－匹－面一面■面面■■戸■

雇霞ｉＨ
－－￣－－－－１■■■■￣

パーセンテージと合計は応答者劉二基づいて叶耳した

３－５．政治的会話

［表７］［表８］及び［表１０］［表11］の分析から、２０代、３０代の若年層は、

周囲の働きかけを投票に行く理由として挙げることが比較的多いことがわかっ

たが、具体的には、どのような人達からの働きかけなのであろうか。「あなた

は、次の方々と、政治についての話をすることがありますか」という質問に対

する答えを見てみよう（[表12］～［表16])。

「近所の人」に関しては、そもそも付き合い自体がないという回答が、若年層

では２割にも達している。若年層はマンション等の集合住宅に住んでいる人が

多く、近所づきあいがないということであろうか。

「入っている団体の人（仕事関係の団体・労働組合・宗教団体・市民運動の団

体など)」についても、若年層では４割以上が付き合いがないとしている。

その他の「家族・親戚」「職場・学校の人」「友人・知人」については、さす

がに若年層も付き合いがあると答えている。特に「職場・学校の人」に関して

は、５０代以上では１割から２割の人が付き合いがないと回答しているのに対し

て、若年層は付き合いがあるという回答が多い。

付き合いがあっても、選挙や政治の話をするかどうかは別であるが、友人.

刀

年ｆ

20代 30代 40代 50代

LＲｄ

60代 70代 80鱗以上 鵠回答 合計

投嬢に蟹TＩ

っているも
の(地方の

選挙）

いままで－

ことがなし、
度も技残した度蚊

％

週挙公報度敗

％

竃浬含や街頭演戯度敗

％

-百弓弓Fﾇｦｰﾏ雨専一蚕圃一
％

〒Ｕ百而荷覇琿－
％

言ラテ而荷覇一颪周一
％

新､Hの伯報度数

％

雑隣の情報度数
％

インターネットの棺on度数

％

入っている団体の推画度敗

雨ﾍﾞｶﾞ扇子扇一参＝

里2％

1１

23.996

８

17.4％

1０

21.（

1３

２８.都

２

4.郷

1６

狐.8％

２２％

３

6.5％

９

19.6％

1７

37.0％

４

5.5％

6９

26.0％

1４

19.鰯

1２

16.4％

3０

41.1％

５

6.8％

2７

37.0％

５

6.8％

２

2.7％

1４

19.2％

2３

31.5％

1.N品

３１

348％

２９

３２鰯

型

２４油

2０

225％

０

､096

３１

34&8％

３

ａ4％

３

34％

３１

348％

2９

326％

０

､0％

4９

3Z茂

5７

438弘

3３

25.4％

3５

2ａ9％

５

ａ8％

5７

梱｡8％

４

３１％

３

2.3％

2５

19.2％

2４

18.5％

1.0％

3８

36.2冊

4４

41.9労

4０

38.1％

3３

31.4％

６

5.7％

3７

3ａ2％

２

1.9％

０

､0％

1８

17.1％

1４

１３錦

４

4.6％

4０

46.0冊

３１

35.6％

2４

27.鴎

2５

28.パ

３

3.4％

3５

4ｑ2％

1」％

０

､0％

８

9.2％

1３

149％

０

､0％

９

429％

５

238％

５

238％

６

２８．６％

２

9.5％

1０

47.6％

０

0％

０

､0％

５

238％

５

23.8％

０

､０％

６

30.6％

５

２６錦

３

05.醜

ID

526％

２

Iｑ5％

７

36.8％

5.部

0

､0％

６

３１．６％

６

31.6％

11

203

1９３

1４９

172

2５

220

1７

１１

１１６

1３１

合計度数 4６ 7３ 8９ 130 105 8７ 2１ 0９ 570



知人に関しては「政治の話はしない」という回答が若年層に多い。「家族・親

戚」「職場・学校」に関しては、若年層でも「たまに政治の話をする」という

回答が多い。

以上のことから、若年層を投票に向かわせる「周囲からの働きかけ」とは、

家庭や、職場・学校における会話や働きかけであると推測できる。

[表12］政治についての話をするか（近所の人）

鯛公叶
、旧５５５７１ＤＢ

会妖【n斤 ％２１３％２，，％５５％３７％４４％Ｂ、％４，％ＯＨＢ１Ｈ

所の人）政自の砥I士ＬＬ度敗Ｂ５２５Ｂ７５３、
５９６冊６９６３７％４４Ｂ％２５０％４OＯＨ８５，％５１ロ

ブまＩ政台の賭をする度■３７３５４３７コ６

６４％３％５３％３９３％３８脇H

よく政台の砥をする度敗0１

２４０％０％１冊

戸口霊度pｈ５１８

５３%９既２４，，ロ、■２０％

￣Dｆ度敗４７７８５２５、９４

回唾ＯＯＤＺ亜匹ＤＯＤ皿匹Ｄｏｎ、皿回哩、、

[表13］政治についての話をするか（家族・親戚）

２，代３Ｄ扣癖ロ△H
Ｏ５

会歴(承１％（％２％％ＢＨ
族観
政台のE舌はしかＬ度数、１１４７２

虚）
２％１４７％５４％４Ｂ、％１■４，０

ナｌ政占のﾛ舌をする匿数8５０8３７

６H６０Ｄ６，％４％２４，％５ＤＤＨ５５Ｎ

よく政との話をする度数8３１７

７％１３％１％２１２０％２０匹１８既

度数１０３２０１，２園

％、冊３Ｎ４０，■０，％■

▲Bｆ度数４７７９１１３５３５９４

四匹１匝匹回ロニ皿皿回匹0００ｍＯＺ図⑪巳皿匹

[表14］政治についての話をするか（職場・学校）

１５３１Ｂ１２１８５１６１

２１％８７％３３■１３３％１，６％182％２，０％５，％１，３％

２，２９２８３２２５６４８１５０

４２８％。Ｂ７粥308■２．７％２２１％BBN１ＢＤＨ３０，％２５３%

１９６０６２3２１，２２２

４０４％４ＢＤＨ５４９％４５９%２０５％１４８％Ｂ0％５０，％３７４％

２３７１，４３、３

４３％４，％７７％７４%３５％３４%４，％、％５１％

２３１３４２５０１３３１３１

１０８％２７%３３％９６％３７２％５DＢＨ５２０％１５，%２２１％

４７７５9１１３５１１３88２５２，５Ｍ
１DＯＤＨ１００，％１DＯｐＺ１ＤｎｐＥ１０００，１０００巳１DＯｐＨＩＤＤＤＨ１，０，％

7２

年ｆ

20代 30代 40代 50代

ERIＩ

60代 70代 80歯じ｣卜 編回答 合計

埒HjppJＵ刊ＥＦ９Ｕ・幻ロワニレロ丘ﾖピーユ

会娃(近％
所の人）

政治の話はしない 度数
％

たまに政治の賭をする度数
％

よく政治の鱈をする度数

缶

綴回答度数

％

1０

21.3％

2８

59.,6

３

6.4％

2.1％

５

10.6秘

1５

20.0％

5２

69.3％

７

9.3％

0

.O刊

1.3％

５

５５％

5８

63.7％

2３

25.3％

1.1％

４

４４％

５

3.7％

6７

49.6％

5３

39.3％

２

1.5％

８

5.996

５

4.4％

5３

46.9％

3４

301％

３

2.7％

1８

15.9％

７

8.0％

2２

25.0％

３１

352％

３

3J0％

2５

284％

１

4.0％

1０

40.0％

７

28.,6

4.0％

６

24,％

0

､006

1３

65.,6

３

1５．，６

０

､096

４

200％

4８

8.1％

303

51.,6

1６１

27.1％

1１

1.9％

7１

120缶

合計度数

品

4７

100,冊

7５

100.0％

9１

100,％

135

10ｑＯ９６

１１３

100.006

8８

10,-0色

2５

100.0冊

2０

100.0％

594

100.090

年ｆ

２０代 30代 40代 50代

ＥＲＩｌ

60代 70代 80歳回卜 鯖回答 合計

聖■P曰ロ］Ｗご曲ｑｐＵ“▽ぜⅡP。と￣.■■

会賭(家
族･親
戚）

％

政治の賭はしない 度数

％

たまに政治の話をする度数

％

よく政治の話をする度数
％

無回答度数

％

０

0％

1０

21.3％

2８

59.6％

８

１７，％

１

2.1％

1.3％

1１

14.7％

5０

68.7％

1３

17.3％

０

､0％

0

､0％

1４

15.4％

6３

692％

1１

12Ｊ％

３

3.3％

､7％

2０

148％

８１

600％

2７

2040％

６

4.4％

､9％

1７

15.0％

5３

46.9％

2１

18.6％

2１

18.6路

２

2.3％

1０

11.4％

3６

40.9％

2０

227％

2０

22.7％

０

.0％

６

240％

６

24.0％

３

12.0％

1０

40.0冊

0

､0％

４

20.0％

1０

50.0％

４

20.0％

２

10.0％

５

､8％

9２

15.5％

327

55.116

1０７

18.0％

6３

106％

合計度数

％

4７

100.0％

7５

100.0％

９１

100.0％

135

100.0％

113

1000冊

8８

1000■

2５

100,6

2０

100,％

594

100,6

年ｆ

20代 30代 40代 50代

上向Ｉ

60代 70代 80樋じ１ｋ 無回答 合計

政治的

会賭(戯
坦･学
校）

付き合いがない 度敏

％

藏藺５５扇蕨厄遍TF-W『亙一
７冒雷E武司両蘇喜子冨一颪團￣

よく政治の臆をする

％

度数
％

７罵面唇一一颪圃＝
％

2.1％

２０

42.6％

1９

40.4％

２

4.3％

５

10.6％

５

6.7％

2９

38.7％

3６

48.0％

３

4.0％

２

2.7％

３

3.3％

2８

30.8％

5０

54.9％

７

7.7％

３

3.3％

1８

133％

3２

23.7％

6２

45.9％

1０

7.4％

1３

9.砿

1２

10.6％

2５

221％

3０

26.5％

４

3.5％

4２

372％

1６

1ａ2％

６

6.8％

1３

14.8％

３

3.4％

5０

56.8％

５

20.0％

４

16.0％

２

8.0％

4.0％

1３

52.0％

5.0％

６

30.0％

1０

50.0％

0

､0％

３

15.0％

６１

10.3％

150

25.3％

222

37.4％

3０

5.1％

1３１

22.1％

合計度数
％

4７

100.0％

7５

100.0％

9１

1000％

135

100.006

113

100DＩＩ

8８

100.0％

2５

100.0％

2０

1000％

594

1000％



石川県白山市における「選挙に関する意識調査」報告書

[表15］政治についての話をするか（友人・知人）

、１Ｄ１２１１２Ｂ

ＤＨ１３%、岳７％１８M１１％４，％１０，％１３％

２５４８４２４Ｂ３４１３５５218

３２％Ｂ１３Ｈ４６２%３４１％３，１％１４８％２，D％２５，％３６４％

１７２３４４７３４５４１1２１，２８５

Ｂ２％３，７％４Ｂ４％５４１％３９８％488％４ＢＤＨ５０，%４４６%

１３３ＢＩ２７２１３５

２１%４，％３３％４“１０Ｂ％ＢＤＨＢＯＨ５０■５９％

４２２９，２６５２Ｄ

Ｂ５％２７■２２ＨＧ７Ｈ１７７％２９５%２ロ唾１，，％１１Ｂ■

４７７５9１１３５１１３Ｂ８２５２，594

1,00％１，，脇ＩＤＯＤＨ１００，％１，０邸１回唾１，匹１回、巳１，ＤＤＨ

[表16］政治についての話をするか（入っている団体の人）

０代0ｆｔ0代５０代代代鹿」卜察公Hf

会FXfm
９瀦３，

体の人）

脇、％

５０■

１

％４４％

脇７％０冊５，％

へ計３Ｄｇ４

ＤＤ鰯DＯＤ００匹Ｄ、邸ＤＯＤＨＤＯＤＯ邸ＤＯＤ■、００％

３－６．若年層の投票率を上げる方策について

本調査では、「若い有権者の投票率を上げるためには、どうすればよいと思

いますか」（複数回答可)という質問も設けられていた([表17])。全体的には、

「政党や候補者が、若い有権者にもっとアピールしたり、公約を守って政治へ

の不信をなくしたりするなど、政党や候補者の側の努力がもっと必要」という

回答が圧倒的に多いが、２０代、３０代の回答で、他の年齢層と比べて多いのは、

「インターネットによる電子投票を実施したり、投票所を増やすなど、もっと

投票しやすくする」であった。

また、「投票を義務化して、棄権した人に罰金を課すなど、なんらかの罰を

与える」や「投票した人に記念品を配るなど、なんらかの利益を与える」とい

う、投票することに伴う「アメ」あるいは「ムチ」が必要という回答が若年層

で比較的多いことが目を引く。

7３

年ｆ

20代 30fｅ 40代 50代

上別

60代 70代 80鍾以OＢ 鵠回答 合計

人・

人）

付き合いがない 度数

％

了圃落５５冨底ﾛ廓了－－

７層雲E蔵齋m5i塞守家;頑一
よく政治の話をする

％

度数
％

可冒面容一言圃一
％

０

０％

2５

駒216

1７

362％

２１％

４

85％

１

1.3％

4６

61.3％

2３

30.7％

３

4.0％

２

2.7％

０

､0０６

4２

46.2％

4４

48.4％

３

3.3％

２

２２％

､7％

4６

34.1％

7３

54.1％

６

4.4％

９

6.7％

２

1.8％

鋼

30.1％

4５

39.8％

1２

10.6％

2０

17.7％

1.1％

1３

14.8％

４１

4ａ6％

７

8.0％

２６

29.5％

１

4.0％

５

200％

1２

48,%

２

8.0％

５

20.0労

２

10.0％

５

25.0労

1０

50.0％

5.0冊

２

10.0％

８

1.3％

216

36.4％

265

44.6％

3５

5.9％

7０

118％

合計度数
％

4７

100,ｌｂ

7５

100.0％

９１

１０，０W

1３５

100.0％

113

1００００６

8８

100.0労

2５

100.0仏

2０

100.0％

594

1000％

年イ

20代 30代 40代 50代

２RｊＩ

60代 70代 80段じl-L 鵠回答 合叶
付き合いがない 度蚊

％

~霞藺､爾誘匝玩一軍－
－彊雲百百落可而詫守恵一颪圃＝

よく政治の話をする

％

度数
％

~扇面薯一一度面一
％

1９

4DJ1％

1２

25.5％

６

128％

３

64％

７

１４砿

3７

49.3％

2０

2ａ7%

1３

17.3％

0

､0％

５

6.7％

3０

33.0％

3２

35-2Z

1７

18.7％

４

4.4％

８

8.8％

4９

36-3塾

2５

18.5％

3４

,月，OL

３

2.2％

2４

17.8％

2２

19.5％

1９

168％

2４

21.2％

８

7.1％

4０

35.4％

９

10.2冊

９

１０鰯

1４

15.9％

７

8.0％

4９

55.7％

４

１６．０％

４

16.0％

２

80％

３

120％

1２

480％

９

450■

６

30.0％

１

5.0％

5.0％

３

15.0％

1７９

30.1％

127

21.4％

1１１

18.7％

2９

4.9％

1４８

24.9％

合計度数

％

4７

100,6

7５

100.0■

9１

100.0％

1３５

１，－０ビ

113

1００，１６

8８

10q0％

2５

100ｐ稀

2０

1000％

594

100.0％



[表17］若年層の投票率を上げるには

パーセンテージと合計は応答者数に基づいて計算した。

おわりに

最後に、これまでの分析を要約し、なぜ若年層の投票率が低いのか、また若

年層の投票率を向上させるためには、いかなる方策が有効であるかについて考

えてみたい。

まず、若年層の投票率が低い原因についてであるが、若年層自身は自分達が

選挙に行かない理由として、知識・情報不足を原因として指摘する回答が多

かった（[表９])。「若い有権者は、選挙の争点や候補者・政党についての情報

が少なく、よくわかってないから」や「若い有権者は、選挙の意味やしくみが

よくわかってないから」などといった回答がそれである。選挙に関する知識・

情報不足が、若年層の投票率が低い一因となっているといえそうである。

また、若年層は投票に行かない理由として、「選挙にあまり関心がなかった

から」や「投票してもしなくても結果は変わらず、同じだから」や「どの候補・

政党が当選しても同じで、たいして変わらないから」という理由を挙げるもの

が多かった（[表５］［表６])。そして、若年層の投票率低下の原因として、若

年層自身も含め多くの回答者が、「若い有権者は、政治に関心がなく、娯楽な

どを優先させているから」だと考えている（[表９])。若年層に、こうした選

挙という民主主義の制度そのものへの疑問を挙げた回答者が多かった事は留意
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する必要があろう。

一方、若年層が投票に行く理由としては、「家族にいわれて」など、周囲か

らの働きかけを挙げる人が多かった（[表７］［表８])。若年層を投票に向かわ

せる周囲からの働きかけとは、具体的には、家庭や、職場・学校における会話

や働きかけであるようである（[表12］から［表16])。

次に、これまでの分析を踏まえて、若年層の投票率を向上させるには、どの

ような方策が有効であるかを考えてみよう。

１つには、選挙関係の情報を若年層にもっと届きやすくすることが考えられ

る。本調査では、若年層は、テレビ・雑誌・インターネットを、選挙に関する

情報源として挙げる人が多かったが、選挙関係の情報の提供や選挙啓発につい

て、インターネットやテレビや雑誌をもっと活用することを考えてもよいので

はないか。地方の選挙は国の選挙に比べて、若年層がよく情報源として利用す

るテレビ・雑誌・インターネットには情報が掲載されにくい。そのことが、地

方選挙における若年層の投票率の顕著な低下の一因となっていると考えられる

ので、地方の選挙の場合には特に工夫が必要であろう。

２つめには、選挙啓発のあり方や、学校での公民教育のあり方を再考する必

要性が指摘できる。本調査では、若年層は棄権理由として、「選挙にあまり関

心がなかったから」「私一人が投票してもしなくても結果は変わらず、同じだ

から」など、選挙という民主主義の制度そのものへの疑問を挙げる回答者が多

かったが、選挙啓発や、学校での「現代社会」や「公民」の授業でも、単に選

挙のしくみを解説するのみならず、民主主義社会にとっての選挙の大切さを理

解させるような内容にしていくことが必要なのではないか。

３つめには、投票を今よりも行いやすくすることが考えられる。若年層の投

票率を上げる方策についての質問では、「インターネットによる電子投票を実

施したり、投票所を増やすなど、もっと投票しやすくする」という回答が若年

層で多かった（[表17])。電子投票の実施などは国の選挙関係の法令の改正等

を待たなければならないが、投票所や期日前投票の場所を増やしたり、設置場
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所を工夫したりするなど、現状でもある程度改善の余地はあるのではないか。

４つめには、投票に行くメリットを増やすことや、投票に行かないコストを

増やす（罰金等）といった方策が考えられる。本調査でも、「投票を義務化し

て、棄権した人に罰金を課すなど、なんらかの罰を与える」や「投票した人に

記念品を配るなど、なんらかの利益を与える｣という、投票することに伴う「ア

メ」あるいは「ムチ」が必要という回答が若年層で比較的多かった（[表17])。

もちろん、投票は義務か権利かという議論や、投票の義務化で投票の質が確保

できるのかという議論など、考慮しなければならない様々な問題点があるが、

このまま若年層の投票率が低下し続け、選挙で選ばれる人の正統性が問われる

事態になったり、選挙を通じて政治に届く「民意」の偏りが、あまりにも著し

くなるようであれば、そうした方策も検討する必要性が今後出てくるかもしれ

ない。

５つめとして、家庭や、学校・職場などにおける会話や周囲の働きかけの重

要性が指摘できる。本調査では、若年層は周りの人からの働きかけを投票の理

由として挙げる人が比較的多かった。単に、新聞やテレビ等のマスメディアを

通じて､選挙や政治に関する』情報に傍観者的に接するのではなく、家庭や学校・

職場で、選挙や政治について話し合うことにより、社会や政治に対する関心が

芽生え、様々な情報も得ることができると思われる。選挙啓発についても、た

とえば一部の学校で実施きれている「模擬投票」など学校教育との連携や、職

場との連携の可能性を模索してもよいのではないか。

以上、若年層の投票率向上のために考えられる方策を挙げたが、たとえば、

家庭での会話などは、基本的に国や地方の政府が如何ともし難い領域ではあ

る。また､電子投票の実施や罰金制度の導入といった方策は､国の法令の制定・

改正を待たなければならないものである。さらには、選挙関係の情報の若年層

への伝達などは、選挙のプレーヤーである政党や候補者の側の努力に依存する

部分も大きい。いずれも実現への道のりは容易なものではない。しかし、民主

主義を成熟させ、自治を充実させて地域の活性化をはかっていくためにも、若
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年層の選挙や政治についての関心や投票率を向上させていくことは非常に重要

な課題であり、今後も絶えざる研究・対策が必要であろう。

（追記）

本調査は「大学コンソーシアム石川」の平成18年度地域課題研究ゼミナール

「選挙における若年層の投票率向上に関する調査研究」の一環として行われ、

研究費の助成を受けた。また、調査の実施にあたっては白山市選挙管理委員会
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